
ご使用上のご注意

  ツインバード工業株式会社は、この資料並びにコンテンツの著作権を有
しています。
  この資料並びにコンテンツは、著作権法等の法律で保護されており、お
客様はこの資料並びにコンテンツに関し下記に記載されている条件でのみ
利用することができます。

１.お客様は非営利目的に限り、ダウンロード、使用することができます。
 
２.お客様がダウンロード、使用するときは、この著作権表示及び使用条件
   を一緒に付す必要があります。
 
３.お客様は、この資料並びにコンテンツを改変したり、頒布、公衆送信、
   上映等に利用することはできません。

  当社及び当社の関係会社は、お客様に対して、この資料並びにコンテン
ツに関する著作権、特許権、商標権、意匠権及びその他の知的財産権をラ
イセンスするものではありません。ならびに資料並びにコンテンツの内容
についてもいかなる保証をするものでもありません。
  またこの資料並びにコンテンツ内に別の定めがある場合は、当該著作権

表示、使用条件を厳守する必要があります。

※このコンテンツはＷｅｂ上で使用を前提とし再編集を加えているため、必ずしも
  製品添付の取扱説明書とは同一ではありません。特にページ順は編集上、入れ替
  えている場合があります。

※この資料並びにコンテンツに保証書は掲載しておりません。

※この資料並びにコンテンツに記載されている内容は、それぞれの商品の発売時点
  のものです。

※デザイン､仕様等は商品改良のため予告なく変更する場合があります。

感 動 を デ ザ イ ン し ま す

■このたびは、お買い上げいただきま
して、誠にありがとうございました。
■この取扱説明書をよく読んでから使
用してください。
不適切な取扱いは事故につながります。
■この取扱説明書は必ず保管してくだ
さい。
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使用上の注意とお願い

安全上のご注意 必ずお守りください。

警 告

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、ご使用
の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。

禁　止

けがをする恐
れがあり危険
です。

40℃以上の熱いお湯や、材料
はボトルに入れないでください。
ボトルやフタが変形したりやけどの
原因となります。

分解禁止 接触禁止

運転中にフタを開けたり、容
器の中へ指・スプーン・箸等
調理材料以外を入れないでく
ださい。

けがをする恐
れがあり危険
です。

接触禁止

カッターは鋭利ですので直接
手を触れないでください。

けがの原因と
なります。

けがをする恐
れがあります。

注 意

禁　止

電源プラグを抜くときは、コー
ドを持たず必ず先端の電源プラ
グを持って引き抜いてください。
感電やショートして発火することが
あります。

けがの原因と
なります。

禁　止

運転中にボトル部やフタの取
付け、取はずしはしないでく
ださい。

けがの原因となります。
禁　止

運転中に移動させないでくだ
さい。

火災・感電・故障の原因となりま禁　止

交流100V以外では使用しない
でください。

注 意
不安定なところでは使用しな
いでください。

けがの原因となります。
禁　止

禁止材料を使わないでください。

●肉・魚類

●粘りけの強いもの（とろろいもなど）

●かたい材料・乾物類（かつおぶし・
　乾燥した朝鮮にんじん・一部の乾燥
　したきのこ・乾燥大豆・　冷凍食品・
　殻類など）

●ロックアイス・氷だけの粉砕

禁　止

最少目盛り(250ml)から最大目
盛り(700ml)の範囲でご使用く
ださい。

動作音や振動が大きいときは
材料を減らしてください。

故障の原因となります。

空運転はしないでください。

禁　止

電源コードや電源プラグが傷
んだり、コンセントの差込み
がゆるいときは使用しないで
ください。

感電・ショート・発火の原因になります。

禁　止

定格時間（一回の最大連続使用）
は4分です。それ以上の連続
使用はしないでください。
故障の原因になります。

禁　止

けがの原因となります。

強　制

スイッチ「切」を確かめてか
ら電源プラグを抜き差しして
ください。

けがをする恐れがあります。

部品の取付け・取りはずし、及
びお手入れするときは、スイッ
チを切り電源プラグを抜いてく
ださい。

絶緑劣化による感電・漏電火災の原
因になります。

プラグを抜く

使用時以外は、電源プラグを
コンセントから抜いてくださ

子供だけで使わせたり、幼児
の手の届くところでは使わな
いでください。

禁　止

カッターや回転部を露出した
まま運転しないでください。

修理技術者以外の人は、絶対
に分解したり修理・改造を行
わないでください。

発火したり、
異常動作して
けがをするこ
とがあります。

水場での
使用禁止 ショート・感電

の恐れがあり
ます。

本体を水につけたり、水をか
けたりしないでください。 電源コードを傷つけたり、破損させたり、加工したり、無理に曲げたり、引

っ張ったり、ねじったり、たばねたりしないでください。また、重い物を載
せたり、挟み込んだり、加工したりすると、電源コードが破損し、火災・感
電の原因となります。

禁　止

くり返し使用する場合は、2分以上休ませてからご使用ください。

連続運転は4分以内にしてください。

続けてお使いになるときは

運転中
フタは
あけない

強　制

強　制

強　制

強　制

故障の原因となります。

調理以外の目的で使用しない
でください。

禁　止
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各部の名称とはたらき

1.材料を準備します。
材料は皮や芯を取り、2～3cm角に切
ります。にんじんなどの固い材料は
1cm角に切ります。

3.ボトル部を本体に載せます。
※スイッチが「切」になっていること
　を確認してください。

※容器の底に付いた水分をよくふきと
　ってからセットしてください。

※動作音や振動が大きいときは、すぐ
にスイッチを「切」にし、材料を減
らしてください。

※途中で材料を加えるときは、いった
んスイッチを「切」にしてください。
調理物が飛び散る場合があります。 

2.材料をガラス製ボトルに入れ、フタをします。

材料は液体を加えて最大目盛り
（700ml）以下で使用してください。
吹き出す恐れがあります。
角氷を加える場合、2.5cm角以下の
ものを3個以下にし、他の材料のあ
とに入れてください。

●故障をふせぐために空運転はしないでください。
●材料が熱いときは40℃以下に冷ましてください。
　やけどなどの恐れがあります。

注意

定格時間（一回の最大連続使用時間）は4分です。くり返し使用する場合
は、2分以上休ませてからお使いください。
運転中は本体の過熱防止のため、通気口より風が出ます。

注意

使いかた……

●材料を入れる順番

①液体 ②柔らかい
　もの

③にんじん、氷
　などかたいもの

4.電源プラグをコンセントに差し込み、フタ
を手でおさえて、スイッチを「入」にします。

調理物が取り出しにくいときはゴムべ
らなどで取り出してください。

6.調理物を取り出します。

5.スイッチを「切」にし、電源プラグを
コンセントから抜きます。

カッター刃

電源コード

取っ手

電源プラグ

回転部

フラッシュスイッチを押している間だけ運転をします。
作ったジュースが分離したとき等、かくはんにご使用ください。

フラッシュスイッチについて

柔らかいもの
（例えばバナナなど）

ご購入後初めてお使いになるときは「お手入れ」の項を参考にボトル部・フタを洗ってからご使用ください。

全 体 図

使用中に運転が停止したときは

ミキサーフタ

ガラス製ボトル

パッキン

目盛り

約700ml
約550ml
約400ml
約250ml

ボトル台

本　体

①ボトル部をはずし、材料を減らします。
②本体を裏返し、底面の復帰ボタンを奥まで、押してください。
③ボトル部を本体にのせ、再び運転します。

必ずスイッチを切り、電源プラグを抜いてください。お願い

分　解 組立て

※材料を減らしても運転がたびたび止まるときは、
　お買い上げの販売店にご相談ください。

復帰ボタン
ご使用前に本体以外の部品
をきれいに洗ってください。

部品を洗った後、もとどお
りに組み立てます

ボトル台を押
さえ、ボトル
を矢印の方向
に回します。

ボトル台を押
さえ、ボトル
を矢印の方向
に回します。

パッキン
を
忘れない

パッキン

700ml
最大目盛
以下

かたいもの
（例えばにんじん
　　　　氷など）

「切」

通気口ボトル部

「入」

底面

ガラス製ボトル内の材料が多いか、調理できない材料が入って
いると、モーターを保護するために保護装置がはたらき、運転
を停止させます。そのときは、次の手順でやりなおしてください。

電源スイッチ
切・入・フラッシュ
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仕　様

アフターサービス調理例

こんなときは

お手入れ……

電 源

定格 消 費 電 力

定 格 時 間

容 量

製品寸法（約）

製品質量（約）

電源コード(約)

AC100V　50－60Hz

     W

連続（4分運転・2分停止の繰り返し）　

700m　

185×165×325mm

2.3ｇ

長さ1.8m

容器に水またはぬるま湯
（40℃以下）を1/3程入れ、台
所用洗剤を少量加えて約10
秒ほど運転してください。
その後に水洗いし、十分に
水気をとり乾かしてください。

カッターに汚れがあるとき
はカッターを洗います。

ふきんできれいにふき
取ります。
水洗いはしないでくだ
さい。
故障の原因となります。

※カッターの刃はステンレスを使用しておりますが、汚れや水分が残っていると錆び
　ることがありますので、十分に水気をとり、乾かしてください。

台所用洗剤をふくま
せたスポンジなどで
洗い、水洗いした後、
ふきんで水気をふき
とってください。

カッターに手が触れないよ
うに、十分ご注意ください。
けがをする恐れがあります。

注意

お客様ご自身の修理は大変危険です。分解したり手を加えたりしないでください。

1.保証書
●裏表紙に添付しています。
●保証書は「お買い上げ日と販売店名」の

記入をお確かめのうえ、販売店から お受

け取りください。
●保証書をよくお読みになり大切に保管し

てください。

2.保証期間
お買い上げ日から1年間です。

3.修理を依頼されるとき
取扱説明書の内容をお確かめいただき、直

らないときは電源プラグを抜いてからお買

い上げの販売店または「お客様サービス係」

に修理をご相談ください。

●保証期間中の修理

保証書の規定により無料修理します。

商品に保証書を添えてお買い上げの販売店

か当社「お客様サービス係」までお申し出

ください。

●保証期間がすぎている修理

修理により使用できる製品は、お客様のご

要望により有料修理させていただきます。

お買い上げの販売店か当社「お客様サービ

ス係」にご相談ください。

5.アフターサービスについてご不明の場合
当社「お客様サービス係」にお問い合わせ

ください。

お客様サービス係
　　（フリーダイヤル）0120－33－7455
FAX　　　　　　（0256）93－1077
お電話承り時間：平日（月曜～金曜）午前９時～午後５時
〒９５９-０２９２　新潟県西蒲原郡吉田町大字西太田２０８４-２

4.補修用性能部品の最低保有期間
●このガラスボトルミキサーの補修用性能部
　品の保有期間は製造打切り後6年です。

●性能部品とはその商品の機能を維持する
　ために必要な部品です。

スイッチを「入」
にしても動かない。

ガラス製ボトルとボトル台
がきちんと締めつけられて
いますか？

確実にしっかりと締めつけ
ます。 　　　　（3ページ）

ガラス製ボトルとボトル台が
正しく取付けられていますか？

正しく組立ててください。
　　　　　　　 （3ページ）

パッキンが正しく入ってい
ますか？

パッキンを正しく入れてく
ださい。　　　  （3ページ）

材料が大きすぎませんか？ 材料を小さくしてください。

材料が多すぎませんか？ 材料を減らしてください。

電源プラグがコンセントか
ら抜けていませんか？

電源プラグをコンセントに
しっかり差し込みます。

調理物が漏れる。

振動が大きい。
カッターの回転が
遅い。

こんなときは　　　  調 べ る と こ ろ 　　　　処　　　　　置

本体のお手入れをするときは、スイッチを切り
電源プラグを抜いておこなってください。

容器・カッター部・パッキン

本　　体 フタ・投入口

金属製・ナイロン
製のたわしやみが
き粉、ベンジン、
シンナー、台所用
以外の洗剤、漂白
剤などは使わない
でください。

バニラシェイク

作り方

①ガラス製ボトルに牛乳、砂糖、バニラ

アイスクリームを入れます。
②約40～50秒運転します。

砂糖のかわりにインスタントコーヒーや
ジャムなどを入れて、アレンジしてみて

作り方

①こまつ菜は洗ってから、約2cm四方に切りま
す。りんごは皮と芯をとり、約2～3cm角に切り
ます。
　セロリは洗ってから、約1cm角に切ります。
②ガラス製ボトルに水または牛乳、はちみ
つ、①を入れます。

〈材　料〉　　　　　　　　　　　　

牛　乳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200m  
バニラアイスクリーム・・・・・・・・・・・　
（スプーンで小さく分けておきます。）　　　

砂　糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1

〈材　料〉　　　　　　　　　　　　

こまつ菜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・80g
り ん ご・・・・・・・・・・・・・・中1/4個（50g）
セ ロ リ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10g
水または牛乳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・220ml
はちみつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１

〈材　料〉　　　　　　　　　　　　

スイートコーン（缶詰）・・・・・・・・・・・・150g
ぬるま湯（40℃以下）・・・・・・・・・・・・400ml
固形スープ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
塩・こしょう・バター・・・・・・・・・・・・・・少　々
生クリーム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適　宣

〈材　料〉　　　　　　　　　　　　

にんじん・・・・・・・・・・・・・中1/4本（50g）
り ん ご・・・・・・・・・・・・・・中1/4個（50g）
はちみつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
レモン汁・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少　々

こまつ菜ジュース

キャロットジュース

作り方

①にんじんは皮をむき、約1cm角に切りま

す。りんごは、皮と芯をとり、約2～3cm
角に切ります。
②ガラス製ボトルに水、はちみつ、レモ
ン汁、①を入れます。

作り方

①ガラス製ボトルにぬるま湯、スイートコ
ーン、固形スープを入れます。
②約3分運転します。
③②を鍋に入れ、中火で焦げ付かないよう
に混ぜながら、約5分煮ます。
④バター、塩、こしょうを加えて、味を調
え、弱火で約5分煮ます。
⑤スープ皿に注ぎ、生クリームとクルトン
をうかべて、出来上がり。

コーンスープ

水と少量
の洗剤

手を切らな
いようブラ
シなどを使
ってください。

200m
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